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心
配
ご
と

　
　
相
談
所
の
利
用
に
つ
い
て

　
あ
な
た
は
、
一
人
で
心
配
ご
と
に
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
…
…
…
。

　
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
の

相
談
は
、
町
の
心
配
ご
と
相
談
所
が
お

う
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
宅
相
談
も
う
け
て
お
り
ま
す
が
、

次
の
と
お
相
談
員
に
で
も
電
話
、
手
紙

な
ど
で
連
絡
を
と
つ
て
い
た
だ
き
、
役

場
の
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
心
配
ご
と
相
談
員

○
松
之
山
…
－
、
，
…
…
…
村
山
政
太
郎

○
新
　
山
…
，
－
：
：
：
、
…
山
岸
　
留
作

○
水
梨
…
…
…
…
…
和
久
井
広
吉

〇
三
桶
：
，
…
…
…
…
志
賀
シ
ズ

○
猪
之
名
－

○
湯
　
山
・

○
湯
　
本
－

○
天
水
越
・

○
天
水
島
－

○
中
　
尾
－

○
東
　
川
－

○
下
蝦
池
－

○
坪
　
野
－

○
湯
之
島
－

○
田
麦
立
－

○
月
　
池
－

○
北
浦
田
－

○
黒
　
倉
－

樋高佐福村滝
口橋藤原山沢

幸友重庚一正
一市竜造二二

小
野
塚
辰
平

大
見
徳
次
郎

，
村
山

　丸林

石
塚
早
川
保
坂
布
施

庸ヒキ清　り
平サヨ丸学き

家
庭
児
童

　
　
相
談
室
の
利
用
を

　
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
、
ご
心
配
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
、
こ
の
相
談
室
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
室
で
は
、
お
子
さ
ん
に
対
す
る

悩
み
、
例
え
ぽ
、
知
恵
お
く
れ
の
子
、

こ
と
ば
や
手
足
の
不
自
由
な
子
な
ど
、

こ
と
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
の
職

員
が
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
か
た
く
秘
密
を
守
り
ま

す
。
都
合
で
お
い
で
に
な
ら
れ
な
い
時

は
役
場
の
福
祉
担
当
係
か
保
健
婦
さ
ん

に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
必
要
が
あ
れ
ば
こ
ち
ら
か
ら

お
訪
ね
い
た
し
ま
す
。

○
家
庭
児
童
相
談
員

　
月
・
水
・
金
　

本
山
一
子

　
火
・
木
・
土
　
　
岡
　
　
実

東
頚
城
社
会
福
祉
事
務
所
長
　
川
端
貴

　
電
話
（
安
塚
）
二
ー
二
〇
〇
八

　
　
　
　
　
　
　
二
ー
三
〇
七
九

保
険
税
の

　
本
算
定
延
期
に
よ
る

　
暫
定
徴
収
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
は
、
従

来
8
月
ま
で
に
、
実
施
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
回
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
な

い
、
住
宅
用
地
　
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
の
変
更
が
あ
る
関
係
上
、
保
険
税

の
暫
定
徴
収
を
、
9
月
ま
で
継
続
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
い
ま
し
て
、
年
度
当
初
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
、
保
険
税
の
値
上
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
値
上
り
分
を

短
期
間
に
負
担
し
て
も
ら
う
よ
う
な
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
．
こ
了
承
願
い
ま

す
。

．
　
￥γ

）
●匿●

◆わたしの健康養ガ込◆

　どんな病気でも、早くみつけて早く

治療するというのが鉄則です。とりわ

け「ガン」ともなれぽ、それ以外に治

す方法はいまのところありません。

　自分は健康だと思っている人でも、

定期的に健康診断をうけ、早い時期に

ガンをみつけることが必要です。日本

人の死亡の多い順をあげると脳卒中、

ガン、心臓病というように、なってい

ます。脳卒中、心臓病はともに血管に

関して発生した病気で、割合おとしよ

りに多いといえますが、ガルは働ぎ盛

りの人に多いといえます。その中でも

多いのが、男女とも胃ガンなのです。

ガンが恐れられるのは、ごく初期にお

いては、それらしい自覚症状がないと

いうことです。

　ある症状を感じて、なにか胃の病気

かも知れないということで検査したら

胃ガンであった、もう手遅れであった

という事態を招くことが多いのです。

しかし、胃ガンでも「早期胃ガン」は

百％治ることから、恐れるに足らずと

いうことですが、やはり、それには早

く発見する以外に手はないということ

　
　
　
　
　

％
う
発
す
食
主

　
　
　
　
で

　食生活の注意では、日本のように米

を主食としている国民や、北欧の魚の

クンセイを食べている国民には胃ガン

が多く、アメリカのように牛乳を飲ん

でいるところには少ないといわれてい

ます。米の食べすぎ、塩のとりすぎや

アルコールのとりすぎ、食べすぎをせ

ぬよう胃袋にあまり負担をかけないこ

とが大切です。

戸
籍

戸
籍
手
数
料

　
5
0
円
か
ら
7
0
円
に

◆
7
月
1
か
ら
戸
籍
手
数
料
の

　
政
令
が
改
正
さ
れ
、
戸
籍
の
手

　
数
料
と
各
種
の
証
明
手
数
料
が

　
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
　
戸
籍
謄
本
、
抄
本
、
住
民
票

　
写
、
印
か
ん
証
明
書
。

　
　
各
一
枚
に
つ
き
…
…
70
円

○
　
そ
の
他
各
種
証
明
書
の
手
数

　
料
も
す
ぺ
て
70
円
に
改
正
さ
れ

　
ま
し
た
。

行
政
相
談
員

若
井
千
代
松
さ
ん
に

◆
　
こ
の
た
び
、
小
谷
の
若
井
千

　
代
松
さ
ん
（
家
号
、
山
城
屋
、

　
電
話
△
三
七
番
）
に
行
政
管

　
理
庁
長
官
か
ら
4
月
1
日
付
で

　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
苦
情

　
や
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

　
直
接
、
自
宅
へ
行
っ
て
相
談
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
簡
単
な
事
は
電
話
で

　
も
け
っ
こ
う
で
す
。
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よい
・¢を
　　　　　　　　7

の目欄・ 土。

　　　　　　　　　　　　　　ヂ　算　額

　　　　　収入済額
　　　　　支出済額

慰輪1
　　　　　予　算　額
　　　　　収入済額
　　　　　支出済額

　　　　　予　算　額
　　　　　収入済額
　　　　　支出済額

題驚離
　　　　　予　算　額

　　　　　収入済額
　　　　　支出済額

懸輪1

138，679千円

138，865千円

137，057千円

書08，348千円

81，787千円

1㏄，807千円

25，758千円

24，713千円

24，677千円

1，354千円

1，4糾千円

1，275千円

595千円

735千円

278千円

471千円

566千円

403千円

19，222千円

17，373千円

17，373千円

その他

新潟県
17，324千円

6．3課

総額　280，170千円（現在高）

1．8雅借入先別

大蔵省資金

244，124千円

の

の

舎
地
の

丁
墓
そ

校
3
％

学
罐
，

　
　
㎡

　
　
　

　
　
99

　
膨
糾

　
9
　
　
，

　
7
訓

　
　
ア

　
林
積

　
　
面

　
　
総

　
山薩灘

他
の
％
そ
8
　
　

舎
2

庁

　
㎡
　
　
　
ゆ
％
4

2
　
7

　
。
　
8

70

0

　
3
校
積
　
面
　
総

学

％250金資出　
円
　
千
　
90
％
3

8
　
2

鱒

券
額

証

楠
総
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地方交付税

町 債

県支出金
町　　　税

国庫支出金

繰、越　金

そ　の　他

督

16，959千円

（2・624円）　　町税収入

　　　　　総　額
　　　　44，734千円
　　　　　（6，928円）

町民税

薯1，898干円
（1，843円）

9 の
、
、

ー
創
F
l

の

経

的

費

資

投

普通建設事業
243，531千円

災害復旧事業

4・244千円9，095千円

義

務

人件費
112，605千円
　　　　　　経

　　　　的

　　　　291　　　　　　　費
　　　　　％
。歳出総額　　　公債費
　　　　　　　39，353千円
　564，894千円　　　扶助

　　　　　　　　12，358干円

　　27．0％
　　　　　物件費
　　　　　78，006千円　　　　　　　　　　消補助費等楡　的費

亀姐糊千円冤経

　　　　　費
　　のそ●　 16，169千円

　積立金4，112千円
　投資および出資金・貸付金3，053千円

教育費18．5％

104，607千円

土木費26．き％

148233千円

11，217千円

総務費
63，811千円

113％

歳出総計
564，894千円

　17．2％
96，898千円

　16，439千円

14，065千円
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よい
・¢を
　　　　　　　　7

の目欄・ 土。

　　　　　　　　　　　　　　ヂ　算　額

　　　　　収入済額
　　　　　支出済額

慰輪1
　　　　　予　算　額
　　　　　収入済額
　　　　　支出済額

　　　　　予　算　額
　　　　　収入済額
　　　　　支出済額

題驚離
　　　　　予　算　額

　　　　　収入済額
　　　　　支出済額

懸輪1

138，679千円

138，865千円

137，057千円

書08，348千円

81，787千円

1㏄，807千円

25，758千円

24，713千円

24，677千円

1，354千円

1，4糾千円

1，275千円

595千円

735千円

278千円

471千円

566千円

403千円

19，222千円

17，373千円

17，373千円

その他

新潟県
17，324千円

6．3課

総額　280，170千円（現在高）

1．8雅借入先別

大蔵省資金

244，124千円

の

の

舎
地
の

丁
墓
そ

校
3
％

学
罐
，

　
　
㎡

　
　
　

　
　
99

　
膨
糾
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，
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面
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校
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面
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％
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地方交付税

町 債

県支出金
町　　　税

国庫支出金

繰、越　金

そ　の　他

督

16，959千円

（2・624円）　　町税収入

　　　　　総　額
　　　　44，734千円
　　　　　（6，928円）

町民税

薯1，898干円
（1，843円）

9 の
、
、

ー
創
F
l

の

経

的

費

資

投

普通建設事業
243，531千円

災害復旧事業

4・244千円9，095千円

義

務

人件費
112，605千円
　　　　　　経

　　　　的

　　　　291　　　　　　　費
　　　　　％
。歳出総額　　　公債費
　　　　　　　39，353千円
　564，894千円　　　扶助

　　　　　　　　12，358干円

　　27．0％
　　　　　物件費
　　　　　78，006千円　　　　　　　　　　消補助費等楡　的費

亀姐糊千円冤経

　　　　　費
　　のそ●　 16，169千円

　積立金4，112千円
　投資および出資金・貸付金3，053千円

教育費18．5％

104，607千円

土木費26．き％

148233千円

11，217千円

総務費
63，811千円

113％

歳出総計
564，894千円

　17．2％
96，898千円

　16，439千円

14，065千円



灘

　　　　　　　　　灘
　　　懸

麗鱒
毒
・
”

害田・国の査定終る

191ヘクタールに●
被
積
つ
面

i轟

穐
　
　
灘
麟

ば
象
干
対

　
　
　
助

　
　
　
補

　
　
　
庫

　
　
　
国

●
ン
皆

▲　畦の切り取作業
　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
二
十
二
年
ぶ

り
の
大
干
ば
つ
が
、
六
月
二
十
八
日
か

ら
八
月
三
日
ま
で
、
連
日
三
十
度
を
越

す
異
常
気
象
に
お
そ
わ
れ
、
手
を
ほ
ど

こ
す
間
も
な
く
、
町
内
の
水
田
約
七
十

％
、
五
百
七
町
歩
が
ひ
あ
が
り
、
中
に

は
深
さ
七
十
ニ
セ
ン
チ
以
上
も
の
キ
レ

ツ
が
、
水
田
、
畦
に
お
よ
び
、
来
年
の

作
付
け
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
と
な
り
ま

し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
惨
事
の
救
済
を
国
、

県
補
助
対
象
と
す
る
た
め
、
役
場
内
に

干
害
対
策
室
を
設
置
し
、
被
害
田
の
調

査
と
現
地
確
認
作
業
を
、
全
職
員
並
び

に
部
落
の
方
々
の
応
援
を
求
め
、
異
常

災
害
克
服
に
対
処
い
た
し
ま
し
た
。

　
十
月
と
十
一
月
（
十
日
間
）
に
行
な

わ
れ
た
国
（
農
林
省
、
大
蔵
省
）
の
査

定
で
は
、
下
表
の
と
お
り
、
大
き
な
国

庫
補
助
対
象
事
業
が
確
定
し
、
査
定
率

で
八
十
六
％
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
補
助
率
は
、
事
業
費
の
五
十
％

に
な
る
見
込
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
も
対
策
室
で
は
、
国
庫
補
助
か

ら
も
れ
た
団
地
に
つ
い
て
、
県
費
（
事

業
費
三
万
円
か
ら
十
万
円
）
事
業
に
す

る
た
め
、
各
部
落
の
ご
協
力
を
え
て
団

地
設
定
事
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
年
内
中
に
は
査
定
設
計
書
を
完
了
す

る
予
定
で
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
干
害
の
ご
相
談
は
左
記
に
願
い
ま
す
。

　
電
話
（
昼
）
…
…
（
内
線
）
二
九
番

　
〃
　
（
休
祭
日
、
夜
）
…
二
五
一
番

（国費）査定額表●6月28日～8月3日の干ばつ災害

N
P
ー

▲畦たたき完成

）
　
水
田
の
キ
レ
ツ

査定率

鉱 千円

6，429 19
　　m12，165

　　ha
12．37

千円
6，217

　％
96．7

86，629 259 207，648 178．69 74，039 85．4

93，058 278 219，813 191．06 80，256 86．2

室 き

饗　矩　募
　1　13

18
　千円

7，215 18
　　皿
12，512

　　h＆

12．97

第　　三　　次
査　　　定　　　分

　11　14～22
270 87，900 270 226，099 186．56

計 288 95，115 288 238，611 199．53

▲畦しめ作纂

した。注　事業費が10万円をこえる1つのブ・ックを1団地としま

ぐ
　
畦
し
め
作
業
完
了

▼　畦の切り取作業

▼畦のキレツ（キレツ深72㎝以上）

磯繍琿簿：鯉轡　

》繍轟・簿欝試、

▲畦のり作巣



灘

　　　　　　　　　灘
　　　懸

麗鱒
毒
・
”

害田・国の査定終る

191ヘクタールに●
被
積
つ
面

i轟

穐
　
　
灘
麟

ば
象
干
対

　
　
　
助

　
　
　
補

　
　
　
庫

　
　
　
国

●
ン
皆

▲　畦の切り取作業
　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
二
十
二
年
ぶ

り
の
大
干
ば
つ
が
、
六
月
二
十
八
日
か

ら
八
月
三
日
ま
で
、
連
日
三
十
度
を
越

す
異
常
気
象
に
お
そ
わ
れ
、
手
を
ほ
ど

こ
す
間
も
な
く
、
町
内
の
水
田
約
七
十

％
、
五
百
七
町
歩
が
ひ
あ
が
り
、
中
に

は
深
さ
七
十
ニ
セ
ン
チ
以
上
も
の
キ
レ

ツ
が
、
水
田
、
畦
に
お
よ
び
、
来
年
の

作
付
け
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
と
な
り
ま

し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
惨
事
の
救
済
を
国
、

県
補
助
対
象
と
す
る
た
め
、
役
場
内
に

干
害
対
策
室
を
設
置
し
、
被
害
田
の
調

査
と
現
地
確
認
作
業
を
、
全
職
員
並
び

に
部
落
の
方
々
の
応
援
を
求
め
、
異
常

災
害
克
服
に
対
処
い
た
し
ま
し
た
。

　
十
月
と
十
一
月
（
十
日
間
）
に
行
な

わ
れ
た
国
（
農
林
省
、
大
蔵
省
）
の
査

定
で
は
、
下
表
の
と
お
り
、
大
き
な
国

庫
補
助
対
象
事
業
が
確
定
し
、
査
定
率

で
八
十
六
％
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
補
助
率
は
、
事
業
費
の
五
十
％

に
な
る
見
込
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
も
対
策
室
で
は
、
国
庫
補
助
か

ら
も
れ
た
団
地
に
つ
い
て
、
県
費
（
事

業
費
三
万
円
か
ら
十
万
円
）
事
業
に
す

る
た
め
、
各
部
落
の
ご
協
力
を
え
て
団

地
設
定
事
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
年
内
中
に
は
査
定
設
計
書
を
完
了
す

る
予
定
で
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
干
害
の
ご
相
談
は
左
記
に
願
い
ま
す
。

　
電
話
（
昼
）
…
…
（
内
線
）
二
九
番

　
〃
　
（
休
祭
日
、
夜
）
…
二
五
一
番

（国費）査定額表●6月28日～8月3日の干ばつ災害

N
P
ー

▲畦たたき完成

）
　
水
田
の
キ
レ
ツ

査定率

鉱 千円

6，429 19
　　m12，165

　　ha
12．37

千円
6，217

　％
96．7

86，629 259 207，648 178．69 74，039 85．4

93，058 278 219，813 191．06 80，256 86．2

室 き

饗　矩　募
　1　13

18
　千円

7，215 18
　　皿
12，512

　　h＆

12．97

第　　三　　次
査　　　定　　　分

　11　14～22
270 87，900 270 226，099 186．56

計 288 95，115 288 238，611 199．53

▲畦しめ作纂

した。注　事業費が10万円をこえる1つのブ・ックを1団地としま

ぐ
　
畦
し
め
作
業
完
了

▼　畦の切り取作業

▼畦のキレツ（キレツ深72㎝以上）

磯繍琿簿：鯉轡　

》繍轟・簿欝試、

▲畦のり作巣



1
寸
N
F
ー

101111m”II”III魯”III”””輔1。III”9”II”II””“馳1””巳闘III』Bl翼1”III闘lll“5簡IIll”盤””II閲”llll・』ll”1－III”1川”1陶IIII“mllll糊”1“1脇“8181融lll“1噂“91』1脚i陛1”煽II5””1”19”謄II”ll・“””関』””1働。1”9皿“”鶴1“辱16111”鱒鋤1㎜㎜5剛

星三式

▲祝賀式場に臨む技監と代議士

▼
今
年
の
事
業
費
は
三
千
万
円

▼
ト
ン
ネ
ル
堀
さ
く
は
五
十
年
度
か
ら

▼
ト
ン
ネ
ル
長
さ
七
百
七
十
メ
ー
ト
ル

48．12”””1謄llllll簡””ll昌ll”1。“IIコーホーまつのやま

し
診

・
　
凋
㊥

跳
愈
囎

　
町
を
あ
げ
て
待
ち
望
ん
で
い
た
、
豊

原
峠
ず
い
道
の
起
工
式
が
、
秋
晴
れ
の

十
月
十
二
日
午
前
九
時
半
か
ら
、
東
川

地
内
現
地
で
、
建
設
省
の
高
橋
国
一
郎

技
監
を
は
じ
め
、
大
竹
太
郎
、
高
鳥
修

両
代
議
士
、
国
、
県
関
係
者
、
そ
れ
に

地
元
の
代
表
ら
約
百
人
が
出
席
し
て
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
工
事
の
無
事
を
祈
る
神
主
の
お

は
ら
い
、
玉
グ
シ
奉
て
ん
に
引
き
続
い

て
、
建
設
省
高
橋
技
監
、
十
日
町
、
安

塚
土
木
事
務
所
長
ら
が
力
強
く
“
ク
ワ

入
れ
”
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
出
席
者
は
、
東
川
地
区
民

蕩
覆

計画図

’04〃

族良射画線

トンネル

稲りよう醤
軸．

＼

喝
髄
，
．

トソ柔’レ，クク2．〃

　ノ
　’

　’

’

’
’

’
1▲髄峠

一〉津南町

の
小
旗
を
ふ
る
歓
迎
の
中
を
通
り
、
起

工
祝
賀
式
場
（
旧
松
中
東
川
分
校
）
に

　
式
場
で
、
主
催
者
の
佐
藤
町
長
が
あ

い
さ
つ
、
安
塚
土
木
事
務
所
長
の
工
事

計
画
が
い
よ
う
説
明
の
あ
と
、
建
設
省

高
橋
技
監
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
続

い
て
県
の
東
道
路
建
設
課
長
が
亘
県
知

事
の
祝
辞
を
紹
介
さ
れ
、
大
竹
、
高
鳥

両
代
議
士
も
祝
辞
を
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
田
中
総
理
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ

祝
賀
気
分
が
も
り
上
り
…
…

　
さ
い
後
に
大
竹
太
郎
代
議
士
の
万
才

三
唱
で
、
午
前
中
に
起
工
式
、
祝
賀
式

が
終
了
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
か
ら
鉄
道
に
最
短
距
離
の
主

要
地
方
道
高
田
ー
松
之
山
ー
六
日
町
線

（
鹿
渡
線
）
は
、
急
坂
、
急
力
ー
ブ
が

多
く
、
冬
季
間
豪
雪
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ

れ
、
交
通
の
難
所
で
、
長
年
の
宿
願
で

あ
り
、
町
の
産
業
経
済
お
よ
び
観
光
開

発
の
発
展
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い

た
、
こ
の
豊
原
峠
に
ト
ン
ネ
ル
を
と
県

国
に
陳
情
し
、
今
年
こ
の
工
事
が
認
め

ら
れ
、
三
千
万
円
の
工
事
費
が
つ
き
、

ト
ン
ネ
ル
の
基
礎
調
査
、
用
地
買
収

（
一
部
）
、
え
ん
提
工
事
な
ど
一
部
が

着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
良
計
画
は
、
延
長
二
千
百
七

十
薪
、
巾
員
七
耕
、
内
ト
ン
ネ
ル
七
百

七
十
二
折
、
橋
り
よ
う
三
橋
で
百
九
十

薪
、
総
工
事
費
は
約
十
五
億
円
の
巨
費

を
投
入
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ん

通
の
目
標
で
あ
り
ま
す
。

　
過
疎
と
豪
雪
に
悩
ま
さ
れ
た
「
陸
の

弧
島
」
松
之
山
に
よ
う
や
く
夜
明
け
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　　　　　　雛難齢灘　．講醐灘罎羅翻嚢i灘i萎萎羅灘麟i鞭難騰i

　
脇
年
度
ま
で
の
豊
原
峠
道

路
工
事
計
画
（
工
事
は
十
日

町
、
安
塚
両
土
木
事
務
所
管

内
で
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
）

■
48
年
度
着
工

▽
ト
ン
ネ
ル
基
礎
調
査

▽
用
地
買
収
…
…
…
　
一
部

▽
え
ん
提
工
事
…
…
　
一
基

■
49
年
度
計
画

▽
道
路
工
事
…
七
亘
二
十
灯

▽
橋
り
よ
う
⊥
橋
八
十
耕

▽
片
法
枠
工
事
…
…
二
十
基

■
50
年
度
計
画

▽
ず
い
道
工
事
…
…
百
十
材

▽
道
路
工
事
…
…
百
四
十
耕

▽
橋
り
よ
う
…
…
六
十
五
届

■
51
年
度
計
画

▽
ず
い
道
工
事
…
百
八
十
灯

▽
道
路
工
事
…
…
百
四
十
材

▽
橋
り
よ
う
一
橋
四
十
五
餌

■
52
年
度
計
画

▽
ず
い
道
工
事
三
百
五
十
届

▽
道
路
工
事
…
百
九
十
三
届

■
鵠
年
度
計
画

▽
ず
い
道
工
事
…
百
三
十
灯

▽
防
雪
棚
…
…
…
…
二
十
基
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▲　建設省高橋技監の玉グシ審てん

▲　十日町、安塚土木事務所長の“クワ入れ”

（
起
工
の
祝
賀
式
場
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　　　　　　雛難齢灘　．講醐灘罎羅翻嚢i灘i萎萎羅灘麟i鞭難騰i

　
脇
年
度
ま
で
の
豊
原
峠
道

路
工
事
計
画
（
工
事
は
十
日

町
、
安
塚
両
土
木
事
務
所
管

内
で
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
）

■
48
年
度
着
工

▽
ト
ン
ネ
ル
基
礎
調
査

▽
用
地
買
収
…
…
…
　
一
部

▽
え
ん
提
工
事
…
…
　
一
基

■
49
年
度
計
画

▽
道
路
工
事
…
七
亘
二
十
灯

▽
橋
り
よ
う
⊥
橋
八
十
耕

▽
片
法
枠
工
事
…
…
二
十
基

■
50
年
度
計
画

▽
ず
い
道
工
事
…
…
百
十
材

▽
道
路
工
事
…
…
百
四
十
耕

▽
橋
り
よ
う
…
…
六
十
五
届

■
51
年
度
計
画

▽
ず
い
道
工
事
…
百
八
十
灯

▽
道
路
工
事
…
…
百
四
十
材

▽
橋
り
よ
う
一
橋
四
十
五
餌

■
52
年
度
計
画

▽
ず
い
道
工
事
三
百
五
十
届

▽
道
路
工
事
…
百
九
十
三
届

■
鵠
年
度
計
画

▽
ず
い
道
工
事
…
百
三
十
灯

▽
防
雪
棚
…
…
…
…
二
十
基

℃　　　鰭　　講盛　野轄欝箒醤
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諺製
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　棚勝

主要地方道高田一松之山一六日町線道路改良

撫外手式

㌻紗
籾
鶴

2クま〃

　門式スノー
　　シニッド

　　　　甜〃

　　　＼　！
　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　塾

　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　松姻町←一！一

　　　　　　　　　　　ノ
乙‘2．／‘94κ一一一一一一一＿＿＿rP＿

影1鯨橘
　65f〃

／6ま〃

亮威

　
　
　
　
　
為

　
　
　
　
訟

　
　
　
ヤ
甑
臨

半鋤　3ρ〃ノ4象．〃

を歪県，II

▲　建設省高橋技監の玉グシ審てん

▲　十日町、安塚土木事務所長の“クワ入れ”

（
起
工
の
祝
賀
式
場
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℃
ク

ク
履
、
こ

　
1
0
月
1
日
か
ら
、
重
度
心

身
障
害
（
児
）
者
、
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
、
そ
れ
に
ね
た

き
り
老
人
の
医
療
費
を
無
料

に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
　
該
当
す
る
方
は
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
町
厚

生
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
ぬ
脆
庸
凹
彪
汰
：
　

　
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳

ま
で
の
寝
た
き
り
の
お
と
七

よ
り
で
、
常
に
人
の
助
け
を

か
り
な
け
れ
ば
、
身
の
廻
り

の
用
が
で
き
な
い
人
で
、
国

民
年
金
法
に
該
当
す
る
障
害

状
態
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

△
身
体
の
機
能
の
障
害
ま
た

は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必

要
と
す
る
方
。

△
食
事
、
用
便
、
入
浴
等
の

日
常
生
活
で
他
人
の
介
ご
を

必
要
と
す
る
状
態
の
方
。

し

目『
ノ

漿
笏醗

籔
ξμ

「
重
，
度
心
募
随
寄
，
へ
慰
ゾ
者
，
一

　
障
害
の
程
度
が
つ
ぎ
に
あ
て
は
ま
る

在
宅
の
障
害
（
児
）
者
が
該
当
し
ま
す

△
重
度
精
神
薄
弱

　
知
能
指
数
三
十
五
以
下
で
、
食
事
や

用
便
な
ど
の
日
常
生
活
に
他
人
の
介
ご

を
必
要
と
す
る
状
態
の
方
。

△
重
度
身
体
障
害

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

一
級
か
二
級
の
障
害
者
で
、
食
事
な
ど

日
常
生
活
に
他
人
の
介
ご
を
必
要
と
す

る
方
△
重
症
心
身
障
害

　
重
度
の
精
神
薄
弱
と
重
度
の
手
足
の

不
自
由
の
合
併
症
の
方

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
｝

　
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
、

い
つ
も
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
る
お
年

寄
り
で
、
国
民
健
康
保
健
の
被
保
険
者

か
、
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
が
対

象
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　●6，鱒　　　　　　　　　　　　●0■一■　　　　　　　　　　，o・・甲■　　　　　　　　　oo”一　　　　　　　　しじじりじ　　　　　　ゆロじしロ　　　　　■－■o　　　『，■■，，
　　　　　　　蕊　　　　　　　鵠
　　o■■■軸　o●，○融一

“
松
寿
荘
”

　
老
人
い
こ
い
の
家
の
名
称
の
応
募
は

一
般
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
八
十
五
名

の
ご
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
九
日
選
こ
う
委
員
で
審
査

の
結
果
、
応
募
者
八
十
五
名
の
中
か
ら

〃
松
寿
荘
〃
と
名
称
を
つ
け
ら
れ
た
方

々
が
七
名
あ
り
、
こ
の
方
々
の
松
寿
荘

を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

㎜夢

に
決
ま
る

　
七
名
の
方
々
に
は
粗
品
を
贈
り
い
た

し
ま
す
。

　
ご
応
募
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
入
選
者
は
つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

○
松
之
山
…
…
…
…
…
　
村
山
繁
太
郎

○
浦
　
田
　
　
　
　
　
　
貝
沼
　
タ
カ

謹鵡
藪葱饗
¢…望＿…一
　一…二二；2書
　霊＝＝＝r一　　 一一一一一一コ．　d閏

　　　一

O
小
　
谷
…
…
…
…
…

O
浦
田
…
…
…
…
…

○
下
蝦
池
：
…
…
…

○
大
荒
戸
…
：
…
…

○
天
水
島
：
…
…
…

福
原
智
恵
子

本
山
義
政

大
見
　
ス
ミ

高
沢
　
寅
次

高
橋
浩
代

　」”■卿一’■”・剛一」

　
鰹
綿
蜂
縷
籍
多
ぜ
ん

塩

　
い
ま
ま
で
軽
自
動
車
は
、
検
査
（
車

検
）
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
が
、
1
0

月
1
日
か
ら
車
検
を
受
け
な
け
れ
。
特
乗

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
車
検
は
、
従
来
実
施
さ
れ
て
い

た
普
通
乗
用
車
同
様
に
民
間
の
自
動
車

整
備
工
場
で
、
検
査
を
受
け
て
、
検
査

標
章
（
ス
テ
ッ
カ
i
）
と
、
検
査
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
は
前
面
ガ
ラ

使
用
し
て
い
る
車

1
、
新
規
検
査
申
請
書

2
、
軽
自
動
車
届
出
済
証

3
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証
明

　
書
（
保
険
期
間
が
2
年
を
こ
え
る
も

　
の
）

4
、
印
鑑

5
、
検
査
手
数
料
六
百
円
（
民
間
車
検

4

　
を
受
け
た
場
合
は
四
百
円
）

6
、
保
安
基
準
適
合
証
（
民
間
車
検
を

　
受
け
た
場
合
）

　
ス
の
中
央
上
部
に
貼
り
、
検

　
査
証
は
自
動
車
に
備
え
つ
け

　
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
検
査
を
受
け
る
と
き
は
、

　
つ
ぎ
の
も
の
が
必
要
に
な
り

　
ま
す
。

　
●
現
在
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て

累 ｝｝

軽自動車の検査期限

検査期限
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○物価スライド制導入など○

□
老
令
年
金
な
ど
の
大
巾
引
上
げ

　
今
回
の
改
正
で
は
、
十
年
間
保
険
料

を
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
を
重
点
に

二
十
五
％
も
増
額
に
な
り
ま
す
。

※
月
額
五
千
円
か
ら
一
万
二
千
五
百
円

　
に
な
り
ま
す
。

※
月
額
二
千
五
百
円
か
ら
八
千
円
に
、

　
（
現
在
、
月
々
七
五
〇
円
の
保
険
料

　
を
納
付
さ
れ
て
い
る
方
が
該
当
γ

口
そ
の
他
の
年
金
額
の
引
上
げ
、

　
　
　
　
　
　
　
（
い
づ
れ
庵
月
額
）
．

障
宝
甲
二
級
、
一
万
一
万
円
か
ら
二
万

　
　
　
　
　
　
五
千
円
に

　
　
　
二
級
、
八
千
八
互
円
か
ら
二
万

　
　
　
　
　
　
円
に

母
ヂ
、
遺
児
に

　
八
千
四
百
円
か
ら
二
万
円
に

死
亡
一
時
金
…

　
　
↓
万
四
千
円
か
ら
一
。
』
万
七
千
円
に
、

　
　
二
時
金
と
し
て
支
給
）

磁
熈

口
物
価
に
応
じ
て
年
金
額
の
引
上
げ

・
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
五
％
以
上

変
動
し
た
時
に
、
つ
ぎ
の
年
度
の
一
月

か
ら
、
指
数
に
応
じ
て
年
金
額
が
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

□
五
年
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は

　
明
治
三
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四
・

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で

今
ま
で
に
、
国
民
牢
金
に
加
入
し
た
こ

と
の
な
い
人
、
ま
た
は
加
入
し
た
が
、

途
中
で
止
め
た
人
は
、
す
で
に
ご
案
内

し
て
あ
り
ま
す
と
お
り
早
目
に
手
続
き

を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

□
各
福
祉
年
金
額
の
引
上
げ
（
月
額
）

　
全
額
国
庫
負
担
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

老
令
…
三
千
三
百
円
か
ら
五
千
円
に
、

障
害
…
五
千
円
か
ら
七
千
五
百
円
に
、

口
老
令
特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
が
発
足
し
た
当
時
、
す
で

に
高
令
で
あ
る
た
め
、
国
民
年
金
に
加

入
で
ぎ
な
か
っ
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
方

に
、
昭
和
4
9
年
1
月
分
か
ら
老
令
福
祉

年
金
と
同
じ
基
準
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
は
…
…
…

　
明
治
3
7
年
1
月
2
日
か
ら
明
治
3
9
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
松
之

山
町
に
住
所
の
あ
る
方
。

　
金
額
は
月
々
四
千
円
づ
つ
七
十
歳
に

な
る
ま
で
で
、
七
十
歳
か
ら
は
老
令
福

祉
年
金
に
変
り
ま
す
，

口
保
険
料
は
毎
月
九
百
円
に
…
…

、
「
、
今
回
の
年
金
額
の
大
巾
引
上
げ
に
伴

な
い
、
保
険
料
も
五
百
五
十
円
、
七
百

五
十
円
跳
九
百
円
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
加
算
年
金
分
に
つ
い
て
は
、

四
百
円
遷
な
り
、
昭
和
5
0
年
1
見
以
降

も
、
段
階
的
に
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

罐盤灘灘灘難難滋廓…舘印：……一霊：＝『
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年末年始の

　飲酒運転の防止

　寒さとあわただしさに明け暮れる

12月がやってきました。

　つい「いっばい」と酒に手跡出や

すく、また、忘年会などで酒を飲む

機会が多くなります。

　酒がはいると、車は「凶器」や、

「棺おけ」に早変りすることになりま

す。この12月は、みんなで次のこと

に注意して、交通事故を防止しまし　
　
ロ
注
う
飲
事
よ

　
　
よ
□□飲酒運転は、ぜったいやめよう

　事故を起こした人のほとんどは次

のような自分勝手な理由をあげてい

ます。

o酒に強い体質だ。

o飲んだ箪が少ない。

o飲んでから時間がたっている。

o車を置いて行くとあす困る。

o今まで酒を飲んで運転しても事故

　を起したことがない。

o自分だけはうまくやるからだいじ

　ょうぶ。

□降積雪時のスリップ事故を防止し

　よう。　　　　（安塚警察署より）

距
．

鵬

1松架燃鷹鮎iii
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℃
ク

ク
履
、
こ

　
1
0
月
1
日
か
ら
、
重
度
心

身
障
害
（
児
）
者
、
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
、
そ
れ
に
ね
た

き
り
老
人
の
医
療
費
を
無
料

に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
　
該
当
す
る
方
は
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
町
厚

生
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
ぬ
脆
庸
凹
彪
汰
：
　

　
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳

ま
で
の
寝
た
き
り
の
お
と
七

よ
り
で
、
常
に
人
の
助
け
を

か
り
な
け
れ
ば
、
身
の
廻
り

の
用
が
で
き
な
い
人
で
、
国

民
年
金
法
に
該
当
す
る
障
害

状
態
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

△
身
体
の
機
能
の
障
害
ま
た

は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必

要
と
す
る
方
。

△
食
事
、
用
便
、
入
浴
等
の

日
常
生
活
で
他
人
の
介
ご
を

必
要
と
す
る
状
態
の
方
。

し

目『
ノ

漿
笏醗

籔
ξμ

「
重
，
度
心
募
随
寄
，
へ
慰
ゾ
者
，
一

　
障
害
の
程
度
が
つ
ぎ
に
あ
て
は
ま
る

在
宅
の
障
害
（
児
）
者
が
該
当
し
ま
す

△
重
度
精
神
薄
弱

　
知
能
指
数
三
十
五
以
下
で
、
食
事
や

用
便
な
ど
の
日
常
生
活
に
他
人
の
介
ご

を
必
要
と
す
る
状
態
の
方
。

△
重
度
身
体
障
害

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

一
級
か
二
級
の
障
害
者
で
、
食
事
な
ど

日
常
生
活
に
他
人
の
介
ご
を
必
要
と
す

る
方
△
重
症
心
身
障
害

　
重
度
の
精
神
薄
弱
と
重
度
の
手
足
の

不
自
由
の
合
併
症
の
方

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
｝

　
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
、

い
つ
も
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
る
お
年

寄
り
で
、
国
民
健
康
保
健
の
被
保
険
者

か
、
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
が
対

象
で
す
。
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“
松
寿
荘
”

　
老
人
い
こ
い
の
家
の
名
称
の
応
募
は

一
般
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
八
十
五
名

の
ご
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
九
日
選
こ
う
委
員
で
審
査

の
結
果
、
応
募
者
八
十
五
名
の
中
か
ら

〃
松
寿
荘
〃
と
名
称
を
つ
け
ら
れ
た
方

々
が
七
名
あ
り
、
こ
の
方
々
の
松
寿
荘

を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

㎜夢

に
決
ま
る

　
七
名
の
方
々
に
は
粗
品
を
贈
り
い
た

し
ま
す
。

　
ご
応
募
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
入
選
者
は
つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

○
松
之
山
…
…
…
…
…
　
村
山
繁
太
郎

○
浦
　
田
　
　
　
　
　
　
貝
沼
　
タ
カ

謹鵡
藪葱饗
¢…望＿…一
　一…二二；2書
　霊＝＝＝r一　　 一一一一一一コ．　d閏

　　　一

O
小
　
谷
…
…
…
…
…

O
浦
田
…
…
…
…
…

○
下
蝦
池
：
…
…
…

○
大
荒
戸
…
：
…
…

○
天
水
島
：
…
…
…

福
原
智
恵
子

本
山
義
政

大
見
　
ス
ミ

高
沢
　
寅
次

高
橋
浩
代

　」”■卿一’■”・剛一」

　
鰹
綿
蜂
縷
籍
多
ぜ
ん

塩

　
い
ま
ま
で
軽
自
動
車
は
、
検
査
（
車

検
）
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
が
、
1
0

月
1
日
か
ら
車
検
を
受
け
な
け
れ
。
特
乗

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
車
検
は
、
従
来
実
施
さ
れ
て
い

た
普
通
乗
用
車
同
様
に
民
間
の
自
動
車

整
備
工
場
で
、
検
査
を
受
け
て
、
検
査

標
章
（
ス
テ
ッ
カ
i
）
と
、
検
査
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
は
前
面
ガ
ラ

使
用
し
て
い
る
車

1
、
新
規
検
査
申
請
書

2
、
軽
自
動
車
届
出
済
証

3
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証
明

　
書
（
保
険
期
間
が
2
年
を
こ
え
る
も

　
の
）

4
、
印
鑑

5
、
検
査
手
数
料
六
百
円
（
民
間
車
検

4

　
を
受
け
た
場
合
は
四
百
円
）

6
、
保
安
基
準
適
合
証
（
民
間
車
検
を

　
受
け
た
場
合
）

　
ス
の
中
央
上
部
に
貼
り
、
検

　
査
証
は
自
動
車
に
備
え
つ
け

　
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
検
査
を
受
け
る
と
き
は
、

　
つ
ぎ
の
も
の
が
必
要
に
な
り

　
ま
す
。

　
●
現
在
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
て

累 ｝｝

軽自動車の検査期限

検査期限
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○物価スライド制導入など○

□
老
令
年
金
な
ど
の
大
巾
引
上
げ

　
今
回
の
改
正
で
は
、
十
年
間
保
険
料

を
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
を
重
点
に

二
十
五
％
も
増
額
に
な
り
ま
す
。

※
月
額
五
千
円
か
ら
一
万
二
千
五
百
円

　
に
な
り
ま
す
。

※
月
額
二
千
五
百
円
か
ら
八
千
円
に
、

　
（
現
在
、
月
々
七
五
〇
円
の
保
険
料

　
を
納
付
さ
れ
て
い
る
方
が
該
当
γ

口
そ
の
他
の
年
金
額
の
引
上
げ
、

　
　
　
　
　
　
　
（
い
づ
れ
庵
月
額
）
．

障
宝
甲
二
級
、
一
万
一
万
円
か
ら
二
万

　
　
　
　
　
　
五
千
円
に

　
　
　
二
級
、
八
千
八
互
円
か
ら
二
万

　
　
　
　
　
　
円
に

母
ヂ
、
遺
児
に

　
八
千
四
百
円
か
ら
二
万
円
に

死
亡
一
時
金
…

　
　
↓
万
四
千
円
か
ら
一
。
』
万
七
千
円
に
、

　
　
二
時
金
と
し
て
支
給
）

磁
熈

口
物
価
に
応
じ
て
年
金
額
の
引
上
げ

・
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
五
％
以
上

変
動
し
た
時
に
、
つ
ぎ
の
年
度
の
一
月

か
ら
、
指
数
に
応
じ
て
年
金
額
が
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

□
五
年
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は

　
明
治
三
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四
・

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で

今
ま
で
に
、
国
民
牢
金
に
加
入
し
た
こ

と
の
な
い
人
、
ま
た
は
加
入
し
た
が
、

途
中
で
止
め
た
人
は
、
す
で
に
ご
案
内

し
て
あ
り
ま
す
と
お
り
早
目
に
手
続
き

を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

□
各
福
祉
年
金
額
の
引
上
げ
（
月
額
）

　
全
額
国
庫
負
担
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

老
令
…
三
千
三
百
円
か
ら
五
千
円
に
、

障
害
…
五
千
円
か
ら
七
千
五
百
円
に
、

口
老
令
特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
が
発
足
し
た
当
時
、
す
で

に
高
令
で
あ
る
た
め
、
国
民
年
金
に
加

入
で
ぎ
な
か
っ
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
方

に
、
昭
和
4
9
年
1
月
分
か
ら
老
令
福
祉

年
金
と
同
じ
基
準
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
は
…
…
…

　
明
治
3
7
年
1
月
2
日
か
ら
明
治
3
9
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
松
之

山
町
に
住
所
の
あ
る
方
。

　
金
額
は
月
々
四
千
円
づ
つ
七
十
歳
に

な
る
ま
で
で
、
七
十
歳
か
ら
は
老
令
福

祉
年
金
に
変
り
ま
す
，

口
保
険
料
は
毎
月
九
百
円
に
…
…

、
「
、
今
回
の
年
金
額
の
大
巾
引
上
げ
に
伴

な
い
、
保
険
料
も
五
百
五
十
円
、
七
百

五
十
円
跳
九
百
円
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
加
算
年
金
分
に
つ
い
て
は
、

四
百
円
遷
な
り
、
昭
和
5
0
年
1
見
以
降

も
、
段
階
的
に
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
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年末年始の

　飲酒運転の防止

　寒さとあわただしさに明け暮れる

12月がやってきました。

　つい「いっばい」と酒に手跡出や

すく、また、忘年会などで酒を飲む

機会が多くなります。

　酒がはいると、車は「凶器」や、

「棺おけ」に早変りすることになりま

す。この12月は、みんなで次のこと

に注意して、交通事故を防止しまし　
　
ロ
注
う
飲
事
よ

　
　
よ
□□飲酒運転は、ぜったいやめよう

　事故を起こした人のほとんどは次

のような自分勝手な理由をあげてい

ます。

o酒に強い体質だ。

o飲んだ箪が少ない。

o飲んでから時間がたっている。

o車を置いて行くとあす困る。

o今まで酒を飲んで運転しても事故

　を起したことがない。

o自分だけはうまくやるからだいじ

　ょうぶ。

□降積雪時のスリップ事故を防止し

　よう。　　　　（安塚警察署より）

距
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　いつもの年より早く、冬将軍の到来で

足をとられましたが、今年も町では、町

内主要路線の交通確保に、機械除雪（4

線）ならびに圧雪（16線）計画に、万全

を期しておりますので、みんなの力で除

雪、交通確保にご協力をお願いします。

　除雪、圧雪作業路線は、下記図のとお
　　　　　　　　　　　　　　　　　ひりです。　　　　　　　　　　　　　　9

勧柔前

漂島

円池
立

噺田

至
福
島

樋田卿
　　中砂　－

鍛輩ノ魯

曽根

フ呼，レドーザニ／台

雪上車／台

黒倉

匝三五殉

　　　　水梨

小分

ダ
覧

旅ア

例尺

除雪踏線

圧璽路線＝
［コ纏鱗

新均

松ロ

免ロ

天丞薙

ア’レドーサ寸　3・合

ロータリー．2台

雪上卑．2台
ク映レーダL．／合

湯本編

撚匝調歯
渤

難國
矯

評
坪野・

五格乎

蹴

O

壌鐸

9τ4

／47）
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帰省者と出迎えの家族たち▲東京、名古屋から正月帰省バス讐7台に623人が無事郷里に正月帰省され

．東～81小体套館・克雪管理セ》ター建誕溜迭重点K

一一Cとしの昂算盗鋤隊ン6柔（美美る一

　
一
月
七
日
佐
藤
町
長
か
ら
、
昭
和

四
十
九
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

職
員
に
、
困
難
な
社
会
状
勢
の
中
に

あ
り
、
物
価
高
、
物
不
足
、
国
の
総

需
要
抑
制
、
地
方
交
付
税
の
伸
び
率

減
な
ど
で
、
新
規
事
業
は
見
あ
わ
せ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
難
儀
な
年

に
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
ぺ
く
、
消

費
節
減
を
は
か
り
、
こ
と
し
の
予
算

編
成
に
つ
と
め
て
も
ら
う
よ
う
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　　人ロのうごき
　　　　1月1日現在
　　（）内は前月と比較
総　数　　6，379人（一17人

　男　　3，121人（一5人
　女　　　3，258人（一12人

世帯数　　1，647　（一3

　　出生0人、死亡12人


